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令
和
４
年
７
月
か
ら
９
月
ま

で
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
例
議

会
及
び
臨
時
議
会
の
審
議
内

容
・
一
般
質
問
等
を
要
約
し
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

定

例

会

報

告

◎
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

　
（
９
月
13
日
～
14
日
開
催
）

【
村
長
行
政
報
告
】

〇
令
和
３
年
度
普
通
会
計
バ
ラ

　

ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

　

に
つ
い
て

〇
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

　

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

　

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
４
年
６
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

【
教
育
長
教
育
行
政
報
告
】

〇
令
和
３
年
度
教
育
に
関
す
る

　

事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況

　

の
点
検
及
び
評
価
報
告
に
つ

　

い
て

〇
今
後
の
教
育
委
員
会
所
管
の

　

事
業
等
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
職
員
の
育
児
休
業

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
議
会
議
員
及
び
赤

　

井
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る

　

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
補
正
予
算
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
４
号（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
５
号（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

（
専
決
処
分
含
む
）

［
歳
入
］

・
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補

　

助
金
（
増
額
）

４
０
８
万
２
千
円

・
強
い
農
業
づ
く
り
事
業
（
生

　

産
の
効
率
化
）
補
助
金
（
新

　

規
）

１
３
２
万
４
千
円

［
歳
出
］

・
赤
井
川
小
学
校
埋
設
給
油
管

　

布
設
替
工
事
（
新
規
）

８
５
５
万
円

・
落
合
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

　
（
新
規
）

３
６
９
万
６
千
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
玄

　

関
ポ
ー
チ
改
修
工
事（
新
規
）

１
１
９
万
８
千
円

・
住
民
基
本
台
帳
行
政
手
続
オ

　

ン
ラ
イ
ン
化
整
備
業
務
委
託

　

料
（
新
規
）８

１
６
万
５
千
円

・
新
規
就
農
者
育
成
支
援
特
別

　

対
策
事
業
補
助
金
（
増
額
）

７
２
万
円

・
強
い
農
業
づ
く
り
事
業
（
生

　

産
の
効
率
化
）
補
助
金
（
新

　

規
）

１
３
２
万
４
千
円

・
み
や
こ
公
園
井
戸
設
置
工
事

　
（
新
規
）

５
６
５
万
４
千
円

１
，
８
０
０
万
円

○
同
意
案

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員

　

青
木　

清
次
さ
ん　
（
再
任
）

（
任
期 

令
和
４
年
９
月
29
日
～

令
和
７
年
９
月
28
日
）

全
員
賛
成
で
原
案
同
意

・
教
育
委
員
会
教
育
長

　

根
井　

朗
夫
さ
ん　
（
再
任
）

（
任
期 

令
和
４
年
10
月
１
日
～

令
和
７
年
９
月
30
日
）

全
員
賛
成
で
原
案
同
意

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
３
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　

号
）

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

一 

般 

質 

問 

と 

答 

弁

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

議
員
自
ら
要
約
し
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
の
中
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

◆
連　

茂　

議
員
◆

質
問
【
赤
井
川
村
に
お
け
る

　
　

   

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
】

　

現
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

は
、
複
雑
で
す
。
個
人
で
で

き
る
も
の
と
言
え
ば
、
家
庭

内
で
取
り
組
む
省
エ
ネ
ぐ
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
肌
感
覚
で

気
候
変
動
を
感
じ
、
昨
今
の

見
舞
わ
れ
る
自
然
災
害
を
報

道
で
知
る
度
に
、
何
と
か
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
人
は
多
い
は
ず
で
す
。

　

日
本
が
掲
げ
る
具
体
的
な

目
標
は
２
０
３
０
年
46
％（
２

０
１
３
年
度
比
）
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
と
、
２
０
５

０
年
に
は
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
（
つ

ま
り
排
出
す
る
Ｃ
О
２
量
に

吸
収
す
る
Ｃ
О
２
の
量
を
差

し
引
く
と
合
計
ゼ
ロ
に
な

る
）。

　

そ
れ
か
ら
２
年
が
経
ち
、

近
隣
各
市
町
村
の
動
き
を
調

べ
て
も
関
心
は
バ
ラ
バ
ラ
、

国
の
指
針
が
示
さ
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
赤
井
川

村
が
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
へ
の
方
針
に
つ
い
て
質
問

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
向
け
た
赤

　

井
川
村
の
今
ま
で
の
取
り

　

組
み
と
、
今
後
の
目
標
に

　

つ
い
て
。

●
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

議
会
だ
よ
り
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ジ
ョ
ン
で
は
再
エ
ネ
に
つ

　

い
て
色
々
な
可
能
性
を
検

　

討
し
て
い
ま
す
が
、
現
時

　

点
で
具
体
的
な
展
望
は
？

●
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
国
道
の

　

脇
に
設
置
さ
れ
た
際
、
今

　

後
、
景
観
条
例
の
設
置
に

　

向
け
て
勉
強
す
る
と
村
長

　

は
議
員
に
説
明
を
し
ま
し

　

た
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

　

進
捗
し
現
在
ど
の
よ
う
な

　

取
り
扱
い
に
な
っ
て
い
る

　

か
？

●
風
力
発
電
の
設
置
要
望
が

　

あ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

　

風
車
が
自
然
の
景
観
を
著

　

し
く
害
し
、
美
し
い
村
連

　

合
に
所
属
す
る
赤
井
川
村

　

と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う

　

に
対
応
し
て
い
く
か
？
基

　

本
的
な
考
え
方
は
？

●
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
向
け
た
取

　

り
組
み
に
は
住
民
の
協
力

　

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
わ

　

か
り
や
す
い
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

が
定
期
的
に
必
要
だ
と
思

　

い
ま
す
が
住
民
へ
の
説
明

　

や
啓
蒙
活
動
を
ど
の
よ
う

　

に
し
て
い
く
か
？

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
忘
れ

　

て
い
け
な
い
の
が
食
料
生

　

産
に
お
い
て
の
太
陽
光
の

　

利
用
。
赤
井
川
村
は
主
幹

　

産
業
と
し
て
農
業
を
掲
げ

　

て
い
る
が
、
肥
料
の
高
騰

　

に
よ
る
影
響
を
受
け
止
め
、

　

来
期
に
向
け
て
国
の
援
助

　

以
外
の
政
策
を
考
え
る
べ

　

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
？

●
近
隣
市
町
村
の
問
題
と
し

　

て
関
心
の
高
い
『
核
の
ゴ

　

ミ
を
北
海
道
に
持
ち
込
ま

　

せ
な
い
』
と
い
う
こ
と
に

　

付
い
て
村
長
の
個
人
的
な

　

見
解
を
お
伺
い
し
た
い
。

●
岸
田
総
理
の
発
言
か
ら
現

　

実
味
を
帯
び
て
き
た
、
泊

　

原
発
の
再
稼
働
の
問
題
に

　

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

　

か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
（
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
同
意

語
と
し
て
認
識
）
に
向
け
た
取

り
組
み
と
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
度
に
策
定
し

た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
俯
瞰

す
る
視
点
を
持
ち
、本
年
度「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
戦
略
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ

の
戦
略
の
中
で
、
今
後
の
目
標

を
定
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

２
点
目
の
現
時
点
で
の
再
エ

ネ
の
具
体
的
展
望
で
す
が
、
昨

年
度
、
専
門
家
に
も
協
力
い
た

だ
く
中
で
導
入
可
能
性
調
査
を

行
い
、
本
年
度
は
温
泉
熱
利
用

の
た
め
の
新
規
泉
源
掘
削
調
査

を
進
め
て
い
る
カ
ル
デ
ラ
温
泉

熱
利
活
用
が
、
化
石
燃
料
の
低

減
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削

減
に
有
望
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
白
井
川
小
水
力

発
電
事
業
化
詳
細
調
査
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
の
調
査
に
お
い

て
、
河
床
、
護
岸
等
に
新
た
な

土
木
工
事
の
必
要
性
、
工
事
期

間
の
長
期
化
等
の
課
題
が
浮
上

し
た
こ
と
か
ら
、
実
現
の
妥
当

性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
点
目
の
景
観
条
例
検
討
の

状
況
で
す
が
、
景
観
の
専
門
家

か
ら
は
、
地
域
の
景
観
形
成
は
、

再
エ
ネ
施
設
だ
け
が
対
象
で
は

な
い
こ
と
、
独
自
条
例
に
は
限

界
点
も
あ
る
こ
と
、
景
観
法
に

は
罰
則
規
定
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

景
観
法
に
基
づ
く
検
討
へ
の
助

言
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
法
的
枠
組
み
に
ポ
イ
ン
ト

を
絞
り
、
景
観
計
画
策
定
の
有

効
性
に
つ
い
て
研
修
を
行
う
考

え
で
す
。

　

ま
た
、
道
内
各
地
の
事
例
か

ら
、
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
策

定
は
２
年
程
度
の
時
間
が
必
要

で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
も
、
村

と
し
て
の
方
向
性
を
定
め
、
議

会
の
皆
様
へ
ご
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

４
点
目
の
太
陽
光
発
電
、
風

力
発
電
に
対
す
る
村
の
今
後
の

対
応
で
す
が
、
議
員
の
皆
様
に

ご
意
見
を
い
た
だ
き
本
年
２
月

に
改
正
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
等
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

当
面
は
対
処
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　

５
点
目
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
住
民
へ

の
説
明
、
啓
蒙
活
動
に
関
し
て

は
、
現
在
、
北
海
道
大
学
と
も

連
携
し
、
地
域
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
推
計
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
学
術
分
野

に
も
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
村
の
現
状
を
数
値
と
し
て

見
え
る
化
を
進
め
な
が
ら
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
戦
略
に
お
い
て
、

脱
炭
素
な
村
づ
く
り
に
向
け
て
、

地
域
の
機
運
醸
成
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
肥
料
高
騰
対
策
に
つ
い

て
で
す
が
、
国
・
道
・
系
統
組

織
の
支
援
動
向
と
周
辺
自
治
体

の
動
き
を
見
な
が
ら
対
応
を
考

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
尚
、

本
村
は
こ
れ
ま
で
も
農
業
の
基

盤
で
あ
る
土
づ
く
り
に
対
し
継

続
的
な
高
率
補
助
の
支
援
を
す

る
な
ど
、
生
産
活
動
に
係
る
農

家
負
担
を
軽
減
す
る
施
策
を
続

け
て
い
る
現
状
も
踏
ま
え
、
今

後
の
対
応
を
考
え
て
行
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
す
る
私
の
個
人
的
な
見

解
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

１
点
目
の
核
の
ゴ
ミ
を
北
海

道
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
９

月
17
日
の
予
算
特
別
委
員
会
の

中
で
連
議
員
や
能
登
議
員
か
ら

ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
回
答
し

た
考
え
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

２
点
目
の
泊
原
発
の
再
稼
働

に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
に
お
け
る
審
査
中
で
あ
り
、

安
全
性
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い

中
で
の
再
稼
働
に
は
、
先
の
北

海
道
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
報
道

に
あ
っ
た
よ
う
に
反
対
の
立
場

を
表
明
し
て
お
り
ま
す
。

◆
能
登　

ゆ
う　

議
員
◆

質
問
【
風
力
発
電
事
業
に
つ

　
　
　

い
て
】

　

村
内
で
計
画
の
進
む
風
力

発
電
事
業
（(

仮
称)

小
樽
・

 議会だより
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赤
井
川
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

事
業
）
に
つ
い
て
住
民
か
ら

不
安
の
声
が
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
質
問
し
ま
す
。

　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
最

初
の
段
階
で
あ
る
計
画
段
階

配
慮
書
に
つ
い
て
、
７
月
21

日
と
８
月
31
日
に
北
海
道
環

境
影
響
評
価
審
議
会(
以
下
、

審
議
会)

が
開
か
れ
、
関
係
市

町
村
長
意
見
と
し
て
、
馬
場

村
長
の
提
出
さ
れ
た
意
見
書

も
資
料
と
し
て
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
内
容

を
踏
ま
え
、
村
長
の
見
解
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
意
見
書
で
は｢

地
元
住

　

民
の
理
解
が
十
分
に
得
ら

　

れ
る
よ
う｣

、｢

丁
寧
な
説

　

明
と
誠
意
あ
る
対
応
に
努

　

め
る
こ
と｣

を
事
業
者
に

　

求
め
て
い
ま
す
。
村
長
ご

　

自
身
は
、何
を
も
っ
て「
地

　

元
住
民
の
理
解
を
得
た（
も

　

し
く
は
得
て
な
い
）」
と

　

判
断
さ
れ
ま
す
か
？
ま
た
、

　

こ
こ
で
言
う
「
地
元
住
民
」

　

の
範
囲
に
つ
い
て
、
ど
の

　

よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
ま

　

す
。

２
．
意
見
書
で
は
低
周
波
音
、

　

累
積
的
影
響
、
生
態
系
、

　

水
環
境
、
土
壌
環
境
、
工

　

事
の
影
響
、
電
波
へ
の
影

　

響
等
、
懸
念
さ
れ
る
点
に

　

つ
い
て
十
分
な
予
測
と
評

　

価
を
す
る
よ
う
事
業
者
に

　

求
め
て
い
ま
す
。

　
　

事
業
者
が
示
す
予
測
や

　

評
価
に
対
し
て
、
村
と
し

　

て
は
そ
の
客
観
性
や
妥
当

　

性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す

　

る
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　

例
え
ば
住
民
の
懸
念
が

　

大
き
い
低
周
波
音
に
つ
い

　

て
、
北
海
道
自
然
保
護
協

　

会
の
意
見
書
で
は
、
出
力

　

６
，
０
０
０
Ｋ
Ｗ
と
い
う

　

巨
大
風
車
で
あ
る
事
や
近

　

隣
事
業
と
の
複
合
的
影
響

　

が
想
定
さ
れ
る
事
か
ら
、

　

｢

国
内
外
に
お
け
る
健
康

　

被
害
例
を
超
え
て
、
重
大

　

な
健
康
被
害
が
生
じ
る
範

　

囲
が
よ
り
遠
距
離
に
及
ぶ

　

と
想
定
さ
れ
る｣

と
指
摘

　

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

　

事
業
者
は
配
慮
事
項
に
す

　

ら
加
え
て
お
ら
ず
、
問
題

　

認
識
が
大
き
く
乖
離
し
て

　

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
　

審
議
会
の
場
で
も
委
員

　

の
方
々
か
ら
厳
し
い
指
摘

　

が
目
立
ち
ま
す
。

　
　

｢

自
然
環
境
に
対
す
る

　

価
値
観
が
低
い
業
者
の
よ

　

う
に
感
じ
て
し
ま
う｣

　
　

｢

自
然
度
の
高
い
保
安

　

林
に
対
す
る
配
慮
が
ほ
と

　

ん
ど
欠
け
て
い
る
の
で
は

　

な
い
か
と
思
う｣

　
　

｢

専
門
家
を
ど
う
や
っ
て

　

選
ん
だ
の
か
が
す
ご
く
疑

　

問｣

　
　

｢

ア
セ
ス
（
環
境
ア
セ

　

ス
メ
ン
ト
）
の
業
者
は
ど

　

う
や
っ
て
選
択
さ
れ
て
い

　

る
の
か
。
初
め
て
北
海
道

　

で
ア
セ
ス
を
や
り
ま
す
と

　

い
う
業
者
だ
っ
た
ら
、
と

　

て
も
で
は
な
い
け
れ
ど
、

　

信
用
で
き
な
い｣

　
　

｢

そ
も
そ
も
信
頼
関
係

　

の
第
一
歩
と
な
る
図
書（
配

　

慮
書
）
の
誤
字
、
脱
字
等

　

の
間
違
い
が
も
の
凄
く
多

　

い｣
　
　

こ
う
し
た
発
言
を
踏
ま

　

え
る
と
、
事
業
者
か
ら
の

　

説
明
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み

　

に
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に

　

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
感

　

じ
ま
す
。

３
．
地
元
住
民
の
懸
念
・
不

　

安
が
払
し
ょ
く
さ
れ
ず
理

　

解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、

　

ま
た
は
環
境
等
へ
の
影
響

　

が
大
き
い
と
判
断
し
た
場

　

合
、
村
長
と
し
て
ど
の
よ

　

う
な
行
動
が
必
要
だ
と
お

　

考
え
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　

関
西
電
力
が
同
時
に
計

　

画
を
進
め
て
い
た
蔵
王
連

　

峰
で
の
事
業
は
、
地
元
自

　

治
体
や
住
民
か
ら
反
対
の

　

声
が
上
が
り
、
７
月
に
計

　

画
が
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
伊
達
市
と
千
歳
市
で

　

計
画
し
て
い
た
事
業
に
つ

　

い
て
も
、
環
境
へ
の
配
慮

　

と
事
業
性
の
両
立
が
難
し

　

い
と
断
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
の
事
業
で
は
小
樽

　

市
の
迫
市
長
が
、｢

住
民

　

等
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い

　

る
と
は
言
い
難
い
状
況
に

　

あ
る
場
合｣

｢

環
境
保
全
や

　

眺
望
景
観
上
の
影
響
が
大

　

き
い
と
判
断
し
た
場
合｣

　

に
、｢

本
事
業
計
画
を
進

　

め
る
こ
と
に
つ
い
て
是
認

　

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

　

得
る｣

と
意
見
書
に
明
記

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

事
業
に
伴
う
国
有
林
の

　

貸
し
付
け
や
保
安
林
の
解

　

除
申
請
に
も
地
元
自
治
体

　

の
同
意
を
示
す
書
類
が
必

　

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

　

然
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

　

首
長
と
し
て
事
業
に
対
す

　

る
是
非
を
明
ら
か
に
示
す

　

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か

　

と
考
え
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
の
住
民
理
解
の
判
断

と
地
元
住
民
の
範
囲
で
す
が
、

住
民
理
解
の
判
断
は
、
今
後
開

催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
業
者
の

地
元
説
明
会
で
の
質
疑
の
状
況

と
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
の
議

論
を
通
じ
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

計
画
の
賛
否
を
問
う
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
調
査
を
実
施
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
地
元
住
民
の
範
囲
で

す
が
、
風
力
発
電
事
業
計
画
は

広
範
囲
に
渡
る
も
の
の
、「
地

元
住
民
」
は
、「
主
に
赤
井
川

村
に
住
居
を
構
え
、
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
る
方
」
と
い
う
考

え
で
意
見
書
を
提
出
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
点
目
の
事
業
者
が
示
す
予

測
や
評
価
に
対
し
て
、
そ
の
客

観
性
、
妥
当
性
を
ど
の
よ
う
に

担
保
す
る
か
と
い
う
点
で
す
が
、

既
に
議
員
も
ご
承
知
の
通
り
、

法
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の

手
続
き
に
は
、
学
識
経
験
者
で

構
成
さ
れ
る
北
海
道
環
境
影
響

評
価
審
議
会
に
て
、
各
分
野
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
的
視
点
か
ら
審

議
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
や

担
当
職
員
も
審
議
会
を
傍
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
環

境
影
響
評
価
の
手
法
、
調
査
、

予
測
、
評
価
に
対
す
る
審
議
は
、

十
分
に
信
頼
性
と
客
観
性
を
有

す
る
も
の
だ
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
。

　

３
点
目
の
地
元
住
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
又

は
環
境
等
へ
の
影
響
が
大
き
い

と
判
断
し
た
場
合
へ
の
対
応
で

 議会だより
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す
が
、
関
西
電
力
が
進
め
る
環

境
影
響
評
価
配
慮
書
に
対
す
る

環
境
大
臣
か
ら
経
済
産
業
大
臣

に
対
す
る
意
見
と
し
て
、「
想

定
区
域
及
び
そ
の
周
辺
は
自
然

環
境
保
全
上
、
よ
り
慎
重
な
配

慮
が
求
め
ら
れ
る
地
域
で
あ
る

が
、
想
定
区
域
の
全
域
が
水
源

か
ん
養
保
安
林
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
想
定
区
域
の
広
い
範
囲

に
植
生
自
然
度
が
高
い
植
生
の

分
布
情
報
が
あ
り
、
事
業
の
位

置
の
選
定
に
当
た
っ
て
、
こ
れ

ら
要
素
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
懸
念
が
あ
る
」
と
示
さ

れ
、
北
海
道
環
境
影
響
評
価
審

議
会
に
お
い
て
も
、「
事
業
実

施
想
定
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の

現
況
及
び
各
環
境
要
素
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
改
め
て
認
識
し

直
し
、
必
要
に
応
じ
て
事
業
計

画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

こ
と
」
が
、
配
慮
書
知
事
意
見

の
答
申
文
（
案
）
た
た
き
台
と

し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
事

業
計
画
に
対
す
る
国
、
北
海
道
、

関
係
す
る
小
樽
市
、
村
の
意
見

を
踏
ま
え
た
事
業
者
の
計
画
に

対
す
る
ス
タ
ン
ス
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
進
め

ら
れ
る
法
定
手
続
き
を
通
じ
て
、

地
元
住
民
へ
の
説
明
会
の
実
施

状
況
、
住
民
生
活
や
自
然
環
境

へ
与
え
る
影
響
、
周
辺
エ
リ
ア

に
お
け
る
複
数
の
事
業
計
画
に

対
す
る
適
正
な
累
積
的
影
響
の

予
測
と
評
価
が
な
さ
れ
る
か
な

ど
様
々
な
要
因
を
複
合
的
に
見

極
め
つ
つ
、
今
ま
で
以
上
に
北

海
道
や
小
樽
市
と
も
十
分
連
携

を
図
る
行
動
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

～
～
～
～
～
～
～
～
～

臨

時

会

報

告 

◎
期
間
内
に
臨
時
会
は
開
催
さ

　

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
議
会
運
営
委
員
会
）

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
令
和
４
年
７
月
～
９
月
）

○
７
月
６
日

　

北
海
道
議
会
議
員
研
修
会
／

　

札
幌
市
（
議
員
全
体
）

○
７
月
14
日
～
16
日

　

議
会
行
政
合
同
視
察
／
福
島

　

県
他
（
議
員
全
体
）

○
７
月
20
日

　

北
後
志
衛
生
施
設
組
合
定
例

　

会
等
／
余
市
町
（
議
長
）

○
８
月
22
日

　

議
会
協
議
会
／
役
場
内
（
議

　

員
全
体
）

○
８
月
24
日

　

後
志
議
会
議
員
研
修
会
／
岩

　

内
町
（
議
員
全
体
）

○
８
月
29
日

　

後
志
広
域
連
合
総
会
／
倶
知

　

安
町
（
議
長
）

○
９
月
２
日

　

自
由
民
主
党
北
海
道
第
4
選

　

挙
区
要
望
会
／
余
市
町
（
議

　

長
）

○
９
月
７
日

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会（
ペ

　

ー
パ
ー
レ
ス
化
勉
強
会
）／

　

役
場
内
（
議
員
全
体
）

・
９
月
８
日

　

敬
老
会
／
村
内（
議
員
全
体
）

・
９
月
９
日

　

議
会
運
営
委
員
会
／
役
場
内

　
（
議
員
全
体
）

・
９
月
10
日

　

鈴
木
直
道
政
経
セ
ミ
ナ
ー
／

　

札
幌
市
（
議
長
）

・
９
月
13
日
～
14
日

　

赤
井
川
村
議
会
第
３
回
定
例

　

会
他
／
役
場
内（
議
員
全
体
）

・
９
月
30
日

　

北
後
志
町
村
議
会
議
長
会
臨

　

時
総
会
／
古
平
町
（
議
長
）

 議会だより

◆
開
催
月
日
／
９
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◇
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数�

売
渡
希
望　

９
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
４
年
10
月
14
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

冬
に
吹
雪
で
見
通
し
の
き
か

な
い
道
路
で
は
通
行
止
め
の
規

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
か
ら

侵
入
す
る
と
、
吹
き
だ
ま
り
に

衝
突
し
た
り
、
車
両
が
ス
タ
ッ

ク
し
孤
立
す
る
な
ど
、
命
に
か

か
わ
る
重
大
な
事
故
に
繋
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
変
危
険

で
す
の
で
指
定
さ
れ
た
迂
回
路

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

◇
通
行
規
制
情
報
（
北
海
道
地

　

区
道
路
情
報
の
ペ
ー
ジ
）

　

https://info-road.hdb.hkd

　

.m
lit.go.jp/RoadInfo/inde

　

x.htm

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
小

　

樽
建
設
管
理
部
維
持
管
理
課

　

℡
０
１
３
４

－

２
５

－

２
４
４
４

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
29
回

お

知

ら

せ

◇
議
会
の
う
ご
き

通
行
規
制
区
間
へ

の
侵
入
の
危
険
性
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第10回メープル街道３９３もみじ祭
2022.8.21，9.11，10.9　道の駅あかいがわ

　第10回目となる「メープル街道393もみじ祭」は、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策として、また、季節ごとの赤井川村の旬
の野菜をＰＲするために、３回に分けて開催しました。
　それぞれ、スイートコーンや馬鈴薯といった、赤井川村の魅力を
ご来場の皆さまに知ってもらうことができました。
　また、最終日には国道393号線を結ぶ小樽市、倶知安町、赤井
川村の太鼓保存会に太鼓の演奏をしていただき、たくさんの来場
者に楽しんでもらうことができました。
　今回は新型コロナウイルス感染症の影響により、飲食・一般出店
を一部制限する形での開催となりましたが、合計で１万人を越える
来場がありました。
　祭の準備や後片付け、そして運営にご協力いただいた皆さま、
本当にありがとうございました。そして、お越しになられた方々には、
心より感謝申し上げ、来年もぜひ足を運んでいただけたらと思います。

　10月１日（土）、第31回赤井川中学校文化祭が行われました。今
年のテーマは「smile～輝く笑顔～」。
　開祭式・閉祭式では、文化祭実行委員会による劇「はなかっぱ
～笑顔を取り戻そう～」が、「笑顔」をテーマにしたオリジナルストー
リーで演じられました。
　１年生のステージ発表は、「ポケモン～みんなが輝く笑顔に～」ポ
ケモンマスターを目指す少年サトシが、家族や友人・ポケモンなどと
関わりながら新しいことに挑戦するストーリーでした。２年生は「と
なりのトトロ　Returns」。映画となりのトトロから30年後の未来が
舞台で、サツキとカンタの２人の娘が不思議な体験をするストーリー
でした。３年生は「忍たま乱太郎」。手にした者は天下を制すると
いう刀「極楽丸」を盗まれ、乱太郎たちが取り返すため立ち向かう
ストーリーでした。どの学年の劇も劇中にクスリと笑いを誘うセリフ
がちりばめられていました。
　そして、フィナーレは毎年恒例のヨサコイ。密にならないように工
夫をしながらの力強い演舞は大きな感動を呼びました。
　生徒、教職員が一丸となり多くの課題を乗り越え迎えた文化祭。
来年もきっといい文化祭になることでしょう。みなさんお疲れさまで
した。

赤井川中学校文化祭
2022.10.1　赤井川中学校
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就学児童検診２回目
2022.10.4　健康支援センター

　来年度小学校に入学する子供たちの２回目の就学時児童健診が
健康支援センターで行われました。今回は、聴力検査、視力検査、
内科検診でした。これで今年度の就学児童健診の全日程が終了し
ました。
　来年の４月に小学校で会えるのが、今から楽しみです。

Topics

羽球教室
2022.10.3,6,13　村体育館

　バドミントンの基本的な技術やルールを学ぶ「羽球教室」を開催
しました。
　毎年、赤井川村のバドミントン愛好会の皆さんやバドミントン経
験者の方に指導をご協力いただいております。
　初日は小学校３年生から大人までの23名が参加してくれました。
　ラケットの持ち方やフットワークなどの基礎について、丁寧で分か
りやすい指導で、子供たちはバドミントンを楽しんでいました。バ
ドミントン愛好会の皆さん、ご協力ありがとうございました。

第３回日本で最も美しい村ビューティフルデー
2022.10.2　赤井川村内

　「日本で最も美しい村」連合に加盟する、北海道内９町村を含む
全国61町村が10月の１週目にごみ拾いを行う、日本で最も美しい村
ビューティフルデーが実施されました。
　参加者は村内６か所に分かれごみ拾いを行いました。ごみはタバ
コの吸い殻や空き缶・ペットボトルが主でしたが、なかにはチェーン
ソーなどの不法投棄もありました。
　当日ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました！

　

対
象
と
な
る
資
格
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

　

受
講
料

　

費
用
の
８
割

　

上
限　

８
０
，
０
０
０
円

　

研
修
に
係
る
受
講
料
（
テ
キ

　

ス
ト
代
、
実
習
に
要
し
た
費

　

用
等
を
含
む
）
の
８
割
を
助

　

成
し
ま
す
。（
印
紙
代
金
は

　

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

■
事
業
名

　

赤
井
川
村
地
域
介
護
力
創
出

　

支
援
事
業
助
成
金

■
目
的

　

住
民
の
介
護
資
格
取
得
に
よ

　

る
地
域
介
護
力
の
向
上
、
村

　

内
及
び
近
隣
市
町
内
事
業
所

　

に
お
け
る
介
護
人
材
の
確
保

　

並
び
に
介
護
人
材
の
資
質
の

　

向
上
及
び
職
場
へ
の
定
着
促

　

進
。

■
対
象
者（
左
記
を
満
た
す
方
）

〇
赤
井
川
村
の
住
民
の
方

〇
期
間
内
に
介
護
職
員
初
任
者

　

研
修
課
程
を
修
了
し
た
方

〇
国
、
北
海
道
、
他
の
地
方
公

　

共
団
体
、
公
益
団
体
等
か
ら

　

同
種
の
補
助
金
等
の
交
付
を

　

受
け
て
い
な
い
方

※
就
労
し
て
い
る
勤
務
先
か
ら

　

助
成
金
の
対
象
と
な
る
経
費

　

に
つ
い
て
一
部
助
成
を
受
け

　

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
助
成

　

額
を
除
い
た
額
が
対
象
経
費

　

と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
請
書
に
研
修
の
修
了
を
証

　

明
す
る
書
類
及
び
領
収
書
を

　

添
え
て
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
申
請
書
は
左
記
に
掲
載
し

　

て
い
る
ほ
か
、
窓
口
で
も
交

　

付
し
ま
す
。）　

■
そ
の
他

　

令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
の

　

一
つ
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

　

し
た
が
、
当
面
の
間
、
継
続

　

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

介
護
の
資
格
取
得
費
を

助
成
し
ま
す
！

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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合
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
次

　

の
よ
う
な
対
応
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

★
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
、
速

　

や
か
に
進
路
を
譲
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

★
交
差
点
付
近
で
は
交
差
点
へ

　

の
進
入
を
避
け
、
道
路
の
左

　

側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
し
て

　

く
だ
さ
い
。

★
狭
い
道
路
等
で
停
車
す
る
場

　

合
は
、
消
防
車
両
の
通
行
に

　

支
障
が
な
い
よ
う
配
慮
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を

　

鳴
ら
す
こ
と
は
、法
令
で
義

　

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
緊
急
走
行
時
の
サ
イ
レ

　

ン
音
に
つ
い
て
の
皆
様
の

　

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

　

ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
点

検
を
！

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を

　

干
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
本
体
か
ら
変
な
臭
い
は
し

　

て
い
ま
せ
ん
か
？

○
給
排
気
筒
が
ゴ
ミ
や
雪
な
ど

　

で
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
給
排
気
筒
が
外
れ
て
い
ま

　

せ
ん
か
？

○
ゴ
ム
製
送
油
管
が
古
く
な
り

　

ひ
び
割
れ
な
ど
が
入
っ
て

　

い
た
り
、
接
続
部
の
油
漏
れ

　

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

※
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思

　

っ
た
ら
、
お
買
い
上
げ
の
販

　

売
店
ま
た
は
専
門
業
者
の

　

方
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の

隙
間
に
ホ
コ
リ
が
溜
ま
り
、
そ

の
ホ
コ
リ
が
空
気
中
の
湿
気
を

吸
収
す
る
こ
と
で
、漏
電
し
発

火
す
る
現
象
の
こ
と
を
ト
ラ

ッ
キ
ン
グ
現
象
と
い
い
、
冷
蔵

庫
や
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
な
ど
電

源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に

差
し
込
ん
だ
ま
ま
長
年
使
い

続
け
て
い
る
家
電
製
品
は
注

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
タ
コ

足
配
線
の
よ
う
に
過
剰
な
配

線
を
し
て
い
る
場
合
も
火
災

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
の

整
理
・
整
頓
を
心
が
け
、
使
わ

な
い
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時　

あ
な
た
を
守
る　

反
射
材

■
期
間

　
11
月
13
日（
日
）～
11
月
22
日（
火
）

　

の
10
日
間

■
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

〇
右
方
か
ら
の
横
断
歩
行
者
や

　

交
差
点
と
そ
の
付
近
で
の
歩

　

行
者
、
自
転
車
の
動
き
に
十

　

分
注
意
す
る
。

〇
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
す

　

る
。

〇
早
め
に
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換

　

し
て
、
急
な
降
雪
や
凍
結
路

　

面
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

　

す
る
。

〇
特
に
山
間
部
や
峠
等
を
通
行

　

す
る
際
は
、
必
ず
冬
タ
イ
ヤ

　

を
装
着
す
る
。

〇
日
陰
や
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル

　

な
ど
で
は
、
路
面
が
凍
結
し

　

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

　

路
面
状
況
を
よ
く
確
認
し
て

　

慎
重
な
運
転
を
す
る
。

■
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

〇
外
出
す
る
と
き
は
、
ド
ラ
イ

　

バ
ー
か
ら
目
立
つ
よ
う
に
、

　

明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
身

　

に
付
け
る
。

〇
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

　

横
断
歩
道
を
利
用
し
て
、
信

　

号
機
が
あ
る
場
合
は
信
号
機

　

を
守
る
。

〇
横
断
前
の
安
全
確
認
は
も
ち

　

ろ
ん
、
横
断
中
も
常
に
左
右

　

の
安
全
を
確
認
す
る
。

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

　

す
！「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

　

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
こ

　

と
を
強
く
意
識
し
て
、
北
海

　

道
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く
そ

　

う
！

　

二
日
酔
い
で
の
運
転
も
「
飲

　

酒
運
転
」
で
す
。
少
し
で
も

　

身
体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ

　

て
い
る
よ
う
な
ら
、
運
転
は

　

絶
対
に
や
め
る
。

　

消
防
車
や
救
急
車
等
の
緊
急

車
両
は
、
一
刻
も
早
く
災
害
現

場
に
急
行
し
て
消
防
活
動
を
行

い
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
た
り
、病
気
や
怪
我
を
し
た

人
に
応
急
手
当
を
実
施
し
て
速

や
か
に
病
院
へ
搬
送
す
る
等

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
消
防
車
両
は
緊
急
時

に
素
早
く
通
行
す
る
た
め
に
、

道
路
交
通
法
に
よ
り
「
緊
急
自

動
車
」
と
し
て
、
一
般
車
両
よ

り
も
優
先
し
て
走
行
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
車
両
の
円
滑
な
緊
急
走

行
の
た
め
に
、
住
民
み
な
さ

ん
の
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴

　

ら
し
て
接
近
し
て
き
た
場

消
防
車
両
の
緊
急
走
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

冬
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

電
気
火
災（
コ
ン
セ
ン
ト
）

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033
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過
去
５
年
間
の
道
内
で
発
生

し
た
交
通
事
故
の
死
者
の
う
ち
、

生
存
可
能
性
が
あ
っ
た
方
（
車

両
の
破
損
状
況
等
か
ら
生
存
空

間
が
認
め
ら
れ
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
、
生
存

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
方
）

は
１
０
１
人
い
ま
し
た
。

座
席
ご
と
の
内
訳
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

○
運
転
席

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
１

　

１
５
人
、
内
64
人
に
生
存
可

　

能
性
あ
り

○
助
手
席

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
13

　

人
、
内
10
人
に
生
存
可
能
性

　

あ
り

○
後
部
席

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
36

　

人
、
内
27
人
に
生
存
可
能
性

　

あ
り

　

全
席
で
、
着
用
し
て
万
が
一

の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、

　

登
山
計
画
書
を
提
出
し
ま
し

　

ょ
う
。

○
単
独
で
の
登
山
は
避
け
ま
し

　

ょ
う
。

○
万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食

　

料
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

○
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し

　

ょ
う
。

○
慎
重
な
行
動
を
心
が
け
ま
し

　

ょ
う
。

○
ス
キ
ー
場
の
標
識
や
注
意
事

　

項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
、
配
偶
者
や
交

際
相
手
か
ら
の
暴
力
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。

　
「
恥
ず
か
し
い
」、「
大
げ
さ

に
し
た
く
な
い
」
と
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
事
が
大
き
く
な
る

前
に
で
き
る
だ
け
早
く
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
事
案
の
取
扱
い
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
尊
い
子

ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の

痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
親

の
言
い
訳
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
、
虐
待
被
害
に
遭
っ
て
い
る

子
ど
も
の
早
期
発
見
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
11
月
９
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　
11
月
22
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

11
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

11
月
９
日
（
水
）
午
後
１
時

　

11
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

11
月
９
日
（
水
）
午
後
１
時

　

11
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

冬
山
遭
難
の
防
止

全
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

余
市
警
察
署
だ
よ
り

児
童
虐
待
の
防
止

ス
ト
ー
カ
ー
や
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
事
案
の
防
止

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
道
路
交
通

事
故
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
の
生
態
や
習
性
を
知

り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

■
早
朝
・
夕
方
の
運
転
に
気
を

　

つ
け
る

　

エ
ゾ
シ
カ
の
活
動
の
ピ
ー
ク

　

は
日
出
と
日
没
前
後
で
す
。

　

出
没
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

　

に
加
え
、
周
囲
が
暗
く
エ
ゾ

　

シ
カ
に
気
付
き
に
く
い
こ
と

　

か
ら
、
気
を
つ
け
て
走
行
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
秋
～
初
冬
の
運
転
に
気
を
つ

　

け
る

　

10
～
11
月
は
エ
ゾ
シ
カ
の
繁

　

殖
期
で
す
。
エ
ゾ
シ
カ
が
活

　

発
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、

　

越
冬
地
へ
の
季
節
移
動
を
行

　

う
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

　

こ
の
時
期
は
特
に
気
を
つ
け

　

て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

■
夜
間
の
走
行
時
、
光
る
目
を

　

見
つ
け
た
ら
・・・

　

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
反
射

　

す
る
と
エ
ゾ
シ
カ
の
目
が
光

　

り
ま
す
。
暗
い
と
き
に
光
る

　

も
の
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、

　

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
よ
く

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
路
上
に
エ
ゾ
シ
カ
を
見
つ
け

　

た
ら
・・・

○
道
路
上
の
エ
ゾ
シ
カ
は
動
き

　

が
鈍
い

　

エ
ゾ
シ
カ
は
、
車
が
接
近
し

　

て
も
逃
げ
ず
に
立
ち
止
ま
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

エ
ゾ
シ
カ
の
蹄
（
ひ
づ
め
）

　

は
舗
装
路
で
は
滑
り
や
す
く
、

　

逃
げ
る
の
が
遅
れ
た
り
転
ん

　

だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
エ
ゾ

　

シ
カ
の
行
動
を
よ
く
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
１
頭
だ
け
と
は
限
ら
な
い

　

エ
ゾ
シ
カ
は
群
れ
で
行
動
し

　

て
い
ま
す
。
1
頭
が
逃
げ
た

　

り
横
断
す
る
の
を
確
認
し
た

　

後
も
安
心
せ
ず
、
2
頭
目
以

　

降
の
飛
び
出
し
が
な
い
か
よ

　

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.hokkaid

　

o.lg.jp/ks/skn/est/ht/tra

　

ffi
c_accident.htm

l

■
お
問
い
合
わ
せ

○
環
境
生
活
部
自
然
環
境
局
野

　

生
動
物
対
策
課
エ
ゾ
シ
カ
対

　

策
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
２
０
６

○
各
総
合
振
興
局
・
振
興
局
保

　

健
環
境
部
環
境
生
活
課
自
然

　

環
境
係

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
交
通

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
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赤
井
川
村
交
通
安
全
協
会
で
は
、
９
月
26
日
（
月
）、
役
場
会
議
室
に
お
い
て
今
年

度
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
及
び
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

両
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

　

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
全
44
点
（
赤
小
32
点
、
都
小
12
点
）、

及
び
、
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
全
81
点
（
赤
小
32
点
、
都
小
12
点
、
赤
中
37
点
）

は
10
月
28
日
（
金
）
か
ら
開
催
さ
れ
る
赤
井
川
村
文
化
祭
へ
出
展
し
、
来
場
さ
れ
た

皆
様
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
２
点
に
つ
い
て
は
、

「
の
ぼ
り
旗
」
を
作
成
し
交
通
安
全
啓
発
資
材
と
し
て
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
さ
れ
た
方
々
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
各
１
点
）

▽
ち
ょ
っ
と
待
て　

ス
マ
ホ
見
る
な
ら　

ま
ず
停
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
小
５
年　

長
谷
川　

稜

▽
大
丈
夫　

そ
ん
な
気
持
ち
に　

ブ
レ
ー
キ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
中
２
年　

坂
本　

珠
生

◆
赤
井
川
村
長
賞
（
各
学
年
１
点
）

▽
ま
も
ろ
う
ね　

じ
て
ん
し
ゃ
の
と
き
は　

ヘ
ル
メ
ッ
ト  
赤
小
１
年　

佐
々
木
風
佳

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

正
し
く
か
ぶ
ろ
う　

あ
ん
ぜ
ん
に　

  　

都
小
２
年　

木
村　

芙
実

▽
自
て
ん
車
も　

車
と
同
じ　

気
を
つ
け
て　
　
　
　
　
　

  

都
小
３
年　

塚
原　

勘
吉

▽
そ
の
命　

大
切
に
す
る　

そ
の
心　
　
　
　
　
　
　

  　

赤
小
４
年　

林　
　

諒
祐

▽
ち
ょ
っ
と
待
て　

ス
マ
ホ
見
る
な
ら　

ま
ず
停
車　

  　

都
小
５
年　

長
谷
川　

稜

▽
一
瞬
の　

気
の
緩
み
こ
そ　

命
と
り　
　
　
　
　
　

  　

都
小
６
年　

小
山
海
砂
輝

▽
赤
井
川　

混
ん
で
な
く
て
も　

ス
ピ
ー
ド
出
す
な　

  　

赤
中
１
年　

永
井　

楓
真

▽
大
丈
夫　

そ
ん
な
気
持
ち
に　

ブ
レ
ー
キ
を　

  　
　
　

赤
中
２
年　

坂
本　

珠
生

▽
運
転
中　

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い　

思
い
や
り　
　
　

  　

赤
中
３
年　

小
畑　

花
央

◆
赤
井
川
郵
便
局
長
賞
（
各
学
年
１
点
）

▽
青
に
な
っ
て
も　

右
・
左
見
て　

横
断
歩
道　
　
　
　
　

  

赤
小
１
年　

石
田　
　

頼

▽
あ
ぶ
な
い
よ
　
青
し
ん
ご
う
で
も
　
右
・
左
　
　
　
　
　  

赤
小
２
年　

中
島　

美
優

▽
自
転
車
で　

か
な
ら
ず
か
ぶ
る　

ヘ
ル
メ
ッ
ト　
　
　

  

赤
小
３
年　

佐
々
木　

心

▽
左
右
見
て　

車
き
て
た
ら　

す
ぐ
止
ま
る　
　
　
　

  　

赤
小
４
年　

曽
根　

冴
雪

▽
「
あ
、
や
ば
い
」  

事
故
は
一
瞬　

気
を
つ
け
よ
う　
　

  

都
小
５
年　

塚
原　
　

心

▽
自
転
車
も　

ス
ピ
ー
ド
出
し
す
ぎ　

危
険
だ
よ　
　
　

  

赤
小
６
年　

堀
野　

七
彩

▽
大
丈
夫　

そ
の
安
心
が　

命
取
り　
　
　
　
　
　
　
　

  

赤
中
１
年　

石
田　
　

凛

▽
落
ち
着
い
て　

急
い
で
い
て
も　

周
り
見
る　
　
　
　

  

赤
中
２
年　

阿
部　
　

楓

▽
ス
マ
ホ
見
る　

そ
の
１
秒
が　

命
と
り　
　
　
　
　
　

  

赤
中
３
年　

曽
根　

楓
牙

◆
赤
井
川
村
交
通
安
全
協
会
長
賞
（
各
学
年
１
～
２
点
）

▽
ス
マ
ホ
み
て　

う
ん
て
ん
し
た
ら　

じ
こ
に
な
る　
　

  

都
小
１
年　

塚
原　

正
吉

▽
よ
そ
み
し
て　

う
ん
て
ん
ス
マ
ホ　

き
け
ん
だ
よ  　
　

赤
小
２
年　

坂
本　

杏
生

▽
前
を
見
て　

一
つ
の
い
の
ち　

た
い
せ
つ
に　
　
　
　
　

赤
小
３
年　

幸
田
悠
之
介

▽
前
を
見
て　

き
づ
い
た
時
は　

も
う
お
そ
い　
　
　
　

  

赤
小
４
年　

赤
木
日
那
子

▽
「
他
の
人
…
」  

そ
ん
な
事
よ
り　

自
分
の
事　
　
　
　

  

赤
小
５
年　

下
瀬
は
る
か

▽
そ
の
標
識　

ち
ゃ
ん
と
見
て
る
？　

危
な
い
よ　
　

  　

赤
小
６
年　

赤
木
野
々
花

▽
よ
そ
見
し
て　

後
悔
し
て
も　

も
う
遅
い　
　
　
　
　

  

赤
中
１
年　

赤
松　
　

駿

▽
一
瞬
で　

そ
の
身
の
危
険
は　

赤
信
号　
　
　
　
　
　

  

赤
中
２
年　

下
瀬　

雅
珠

▽
前
向
い
て　

意
識
を
集
中　

安
全
走
行　
　
　
　
　
　

  

赤
中
３
年　

木
田　

虹
歌

村長賞
　　 川人　奏市朗（都小１年）

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
決
定

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
決
定

村長賞
　　 曽根　冴雪（赤小４年）
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赤井川郵便局長賞
　　 塚原　正吉（都小１年）

交通安全協会長賞
　　 能登　たまき（赤小３年）

赤井川郵便局長賞
　　 末次　梨胡（赤小５年）

村長賞
　　 小山　海砂輝（都小６年）

交通安全協会長賞
　　 佐々木　風佳（赤小１年）

交通安全協会長賞
　　 長谷川　稜（都小５年）

交通安全協会長賞
　　 佐々木　心（赤小３年）

赤井川郵便局長賞
　　 稲垣　賢伍（赤小３年）
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毎
年
冬
に
開
催
し
て
い
る
運

動
教
室
で
す
が
、
今
年
は
一
味

違
い
ま
す
！

　

や
や
控
え
め
の
運
動
量
で
健

康
を
維
持
さ
れ
た
い
方
向
け
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
運
動
量
で
健

康
状
態
を
改
善
さ
れ
た
い
方
向

け
の
二
段
階
で
運
動
レ
ベ
ル
と

日
程
を
分
け
て
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

住
民
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方

は
あ
と
数
週
間
で
健
診
結
果
が

お
手
元
に
届
き
ま
す
。
結
果
を

見
て
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い

な
と
思
わ
れ
た
方
、
こ
れ
ま
で

運
動
教
室
を
利
用
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
時

間
帯
や
レ
ベ
ル
が
合
わ
ず
控
え

て
い
た
方
も
、
ぜ
ひ
一
緒
に
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

　

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
参
加
さ
れ
た
い
運
動

レ
ベ
ル
の
日
時
に
直
接
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

【
し
っ
か
り
運
動
】

■
対
象

　

し
っ
か
り
汗
を
か
き
た
い
方
、

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
い
方
等

■
日
程

　

令
和
４
年
12
月

　

９
日
・
16
日
・
23
日

　

令
和
５
年
１
月

　

13
日
・
20
日

※
全
て
金
曜
日
開
催
で
す
。

■
時
間

　

午
後
６
時
～
午
後
７
時
30
分

【
控
え
め
運
動
】

■
対
象

　

体
を
暖
め
た
い
方
、
健
康
状

　

態
を
維
持
し
た
い
方
等

■
日
程

　

令
和
５
年
２
月

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日

　

３
月
１
日

※
全
て
水
曜
日
開
催
で
す
。

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

※
共
通
事
項

○
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー　

多
目

　

的
室

○
講
師

　

地
域
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト

　

専
門
ス
タ
ッ
フ

○
そ
の
他

・
動
き
や
す
い
服
装
と
マ
ス
ク

　

着
用
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

・
体
調
不
良
の
方
は
無
理
せ
ず

　

お
休
み
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
他
の
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
場
合
の
接
種
間

隔
は
次
の
通
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
た
だ
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

ワ
ク
チ
ン
と
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

　

ク
チ
ン
の
同
時
接
種
が
で
き

　

な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
状
態
に
よ
っ
て

　

も
同
時
接
種
が
難
し
い
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
の
で
直
接
医
療

　

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　暗くなるのが早くなり、もうすぐ季節は冬。除
雪機やスコップの用意、車のタイヤ交換…赤井川
村の冬に備えて少しずつ準備が始まる頃ですね。

運
動
教
室
が
変
わ
り
ま
す
！

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

他
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間
隔（例１）

新型コロナワクチン

▼２週間

インフルエンザ
以外のワクチン

新型コロナワクチン

（例２）

▼２週間

【インフルエンザワクチン】

【インフルエンザ以外のワクチン】

新型コロナワクチンインフルエンザ
ワクチン

同時接種可能

インフルエンザ
以外のワクチン
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平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

３
月
に
発
生
し
た
「
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）

に
よ
る
甚
大
な
津
波
被
害
を
踏

ま
え
、
同
年
６
月
、
広
く
津
波

対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
11
月
５
日
を
「
津
波
防
災

の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

今
か
ら
１
６
３
年
前
の
安
政

元
年
（
１
８
５
４
年
）
11
月
5

日
、
安
政
南
海
地
震
が
発
生
し
、

中
部
地
方
か
ら
九
州
地
方
に
津

波
が
襲
い
、
紀
伊
国
広
村
（
現

和
歌
山
県
有
田
郡
広
川
町
）
で

は
、
高
さ
約
5
メ
ー
ト
ル
の
大

津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
村
に
住
む
濱
口
梧
陵
が
、

大
津
波
が
来
る
こ
と
を
予
期
し

て
、
田
ん
ぼ
の
稲
む
ら
に
火
を

放
ち
、
暗
闇
の
中
で
逃
げ
遅
れ

て
い
た
村
人
を
高
台
に
あ
る
広

八
幡
神
社
の
境
内
に
導
き
、
津

波
か
ら
多
く
の
村
人
を
救
っ
た

「
稲
む
ら
の
火
」
と
い
う
逸
話

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

津
波
防
災
の
日
は
、
大
き
な

津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た
日
で

は
な
く
、
人
の
臨
機
な
行
動
に

よ
っ
て
人
々
の
命
が
救
わ
れ
た

成
功
例
に
因
ん
だ
日
と
し
て
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に

は
、
過
去
の
課
題
だ
け
で
な
く
、

成
功
例
も
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

◇
「
地
震
・
津
波
の
ビ
デ
オ
、

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
に
関
す
る

　

サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/jm

　

a/kishou/books/eq/inde

　

x.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

■
日
時

　

11
月
16
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

11
月
５
日
は
「
津
波

防
災
の
日
」
で
す

　
　
　
　
ス
コ
ア
107
ハ
ン
デ
12
計
119

▽
５
位　

阿
部　

政
範

　
　
　
　
ス
コ
ア
110
ハ
ン
デ
９
計
119

　

10
月
５
日
に
赤
井
川
村
役
場

に
て
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
今
年
度
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に

お
い
て
顕
著
な
活
躍
を
さ
れ
た

個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
ス
ポ
ー
ツ
賞
４

名
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
８
名
、

１
団
体
に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会
会
長
の
富
樫

伸
介
氏
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
受
賞
資
格
が
全
道
大

会
６
位
以
内
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

賞
が
４
人
も
い
て
大
変
す
ば
ら

し
い
成
績
で
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
更
な
る

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

◇
個
人
４
名

　

栗
谷　
　

絆（
赤
中
／
卓
球
）

　

矢
野　

花
恋（
赤
中
／
陸
上
）

　

長
谷
川
岳
流
（
旭
川
明
成
高

　
　

／
ア
ル
ペ
ン
）

　

小
林　

花
音
（
お
と
い
ね
っ

　
　

ぷ
美
術
工
芸
高
／
陸
上
）

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

◇
個
人
８
名

　

木
村　

芙
実（
都
小
／
ア
ル
ペ
ン
）

　

佐
々
木　

心（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

２
０
２
２
年
度
後
志
卓
球
選
手

権
大
会
兼
北
海
道
卓
球
選
手
権

大
会
予
選
会

と　

き　

８
月
21
日

と
こ
ろ　

倶
知
安
総
合
体
育
館

成　

績

【
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
３
位　

中
村　
　

信

【
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

▽
３
位　

内
村　
　

澪

【
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

▽
優
勝　

中
村　
　

信

【
キ
ッ
ズ
Ｂ
男
性
の
部
】

▽
５
位　

内
村　
　

澪

第
13
回
中
山
建
設
（
株
）
赤
井

川
支
店
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会と　

き　

９
月
24
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

湯
澤　

幸
敏

　
　
　
　
ス
コ
ア
106
ハ
ン
デ
７
計
113

▽
２
位　

上
枝
美
喜
夫

　
　
　
　
ス
コ
ア
107
ハ
ン
デ
10
計
117

▽
３
位　

白
石　

五
美

　
　
　
　
ス
コ
ア
108
ハ
ン
デ
９
計
117

▽
４
位　

富
樫　
　

護

各
種
大
会
の
結
果

　

山
口　

渓
心（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

小
林　

ゆ
め（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

馬
場
琥
太
郎（
赤
小
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

曽
根　

蒼
羽（
赤
中
／
ク
ロ
カ
ン
）

　

室
井　

伶
音
（
山
ノ
内
中
／

　
　

ク
ロ
カ
ン
）

　

小
林　

陽
真（
赤
中
／
ク
ロ
カ
ン
）

◇
団
体
１
団
体

　

赤
中
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

赤
井
川
村
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
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お知らせ伝言板

明
治
高
架
橋
工
区
の
準
備
作
業

着
手
等
に
つ
い
て

　

村
内
を
通
過
す
る
北
海
道
新

幹
線
明
治
高
架
橋
工
区
は
、
令

和
４
年
10
月
11
日
に
住
民
を
対

象
と
し
た
工
事
説
明
会
を
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構（
以
下
、鉄
道
・

運
輸
機
構
）
及
び
施
工
者
の
東

亜
・
若
築
・
菅
原
Ｊ
Ｖ
（
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
）
の
主

催
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
説

明
会
を
経
て
明
治
高
架
橋
工
区

は
令
和
４
年
10
月
よ
り
準
備
工

事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
本

格
的
な
工
事
は
令
和
５
年
度
か

ら
実
施
予
定
と
の
こ
と
で
、
冬

期
を
除
く
令
和
９
年
１
月
ま
で

の
間
、
高
架
橋
工
事
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

説
明
会
の
中
で
は
村
内
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
状
況
に
つ
い
て
も

鉄
道
・
運
輸
機
構
の
担
当
者
か

ら
説
明
が
あ
り
、
赤
井
川
村
内

の
後
志
ト
ン
ネ
ル
は
令
和
4
年

度
第
４
四
半
期
に
掘
削
完
了
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
富
田

地
区
発
生
土
受
入
地
の
造
成
工

事
が
遅
れ
て
い
る
も
の
の
、
受

入
準
備
が
完
了
し
た
部
分
か
ら

随
時
対
策
土
を
搬
入
し
て
い
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、

対
策
土
に
つ
い
て
は
鉄
道
・
運

輸
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

説
明
資
料
や
動
画
が
公
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

◇
ト
ン
ネ
ル
発
生
土
に
関
す
る

　

説
明
資
料

　

https://w
w

w
.jrtt.go.jp/

　

project/tunnel-soil.htm
l

左
記
の
と
お
り
、

第
４
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

11
月
30
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時

間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
様
々
な
経
験

を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を

習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を

育
て
る
「
食
育
」
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
食
育
の
日
」
は
、
食
育
の

取
組
を
継
続
的
に
展
開
し
、
よ

り
一
層
の
定
着
を
図
る
た
め
の

機
会
と
し
て
、
国
の
「
食
育

推
進
基
本
計
画
」
に
よ
り
定
め

ら
れ
、
食
育
の
「
育
（
い
く
）」

と
い
う
言
葉
が
「
１
９
」
と
い

う
数
字
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
毎
月
１
９
日
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
の
「
食
育
の

日
」
に
、
毎
日
の
生
活
を
支
え

る
「
食
」
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

道
の
食
育
の
取
組
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
政
部
食
の
安
全
推
進
局
食

　

品
政
策
課
調
整
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
４
２
７

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

INF
ORM

ATIO
N

INF
ORM

ATIO
Nお知らせ

伝言板
北
海
道
新
幹
線

の
工
事
状
況

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

明治高架橋工区の完成予想図
（国土地理院基盤地図情報及び地理院タイルを加工して作成）
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INFORMATION

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

■
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４

　

か
月
間
（
以
下
「
産
前
産
後

　

免
除
期
間
」
と
い
い
ま
す
）

　

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

　

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　

が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か

　

ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保

　

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４

　

か
月
）
以
上
の
出
産
を
い
い

　

ま
す
。（
死
産
、
流
産
、
早

　

産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
）

■
対
象
者

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

　

者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年

　

２
月
１
日
以
降
の
方
。

※
任
意
加
入
を
さ
れ
て
い
る
方

　

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

　

ら
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か

　

に
届
出
く
だ
さ
い
。

■
届
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
住
民
係
（
直
通
）

　
℡
４
８

－

６
２
７
８

保険料免除制度
所得に応じて「全額免除」、「４分の１納
付※」、「半額納付」、「４分の３納付※」
の４段階の免除制度があります。
※平成18年７月より施行

　保険料の全額、４分の３、半額、４分
の１の納付が免除されます。
　ただし、「申請者本人」、「申請者の配
偶者」、「世帯主」のいずれもが前年所得
などの定められた基準以下であることが
要件です。

所得の少ない人は

法定免除
障害基礎年金（ま
た は 障 害 厚 生 年
金・障害共済年金）
の１級・２級を受
けているときや生
活保護法による生
活扶助を受けてい
るときは、届出に
より保険料の全額
が免除されます。

納付猶予制度
50歳未満の人に限り利用でき
る制度です。
※平成28年７月より施行
　平成28年６月までは30歳未満対象

　その期間の保険料の納付が
猶予されます。
　ただし、「申告者本人」、「申
告者の配偶者」の前年所得が
定められた基準以下であるこ
とが要件です。

50歳未満にの人は

学生納付特例制度
在学期間中の保険料を社会人
になってから収めることがで
きる制度です。

　その期間の保険料の納付が
猶予されます。
※夜間部、定時制課程、通信制
　課程の学生や各種学校の学生
　は修業年限が１年以上の課程
　であれば対象となります。

学生の人は

申請は毎年必要です。

市区町村の国民年金担当窓口に申請し、年金事務所で前年所得などを審査して承認されると

就職が困難などにより保険料
の納付が困難なときは、

　 金だより
保険料の納付が困難なときは
年

▼ ▼▼
▼▼ ▼

学生本人の前年所得が
128万円以下の場合、

失業などにより所得（収入）が少なく、
保険料の納付が困難なときは、

継続申請もできます
申請時の希望により、翌年度以降継続して免除の申請ができます。

（注）失業などを理由として承認された人や４分の１納付、半額納付、
　　４分の３納付を承認された人は毎年申請が必要です。

10年以内なら

納めることができます

※３年目以降は
　当時の保険料
　に法律で定め
　られた加算額

が付きます。

2年を過ぎると
納めることができません

障害基礎年金や遺族基礎年
金を受け取るときは

保 険 料 の 半 額 を 納 め る と
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

納 付 猶 予

老齢基礎年金を受け取る
ための資格期間には 受け取る老齢基礎年金は

半 額 免 除
（ 半 額 納 付 ）

全 額 免 除

保険料の４分の３を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

保 険 料 を 納 め た と き と
同 じ 扱 い に な り ま す
保険料の４分の１を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

未 納

受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

後から保険料を
納めることは

保険料の４分の１を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

保 険 料 を 納 め た と き と
同 じ 扱 い に な り ま す

保 険 料 の ４ 分 の ３ を 納 め る と
年 金 額 に ８ 分 の ７ が 反 映 さ れ ま す

保 険 料 の 半 額 を 納 め る と
年 金 額 に ８ 分 の ６ が 反 映 さ れ ま す

年金額に２分の１が反映されます

保 険 料 の ４ 分 の １ を 納 め る と
年金額に８分の５が反映されます

受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

４ 分 の ３ 免 除
（４分の１納付）

４ 分 の １ 免 除
（ ４ 分 の ３ 納 付 ）

受給資格期間に入りません

保 険 料 の 半 額 を 納 め る と
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す
保険料の４分の３を納めると
受 給 資 格 期 間 に 入 り ま す

年 金 額 に 反 映 さ れ ま せ ん

年 金 を 受 け ら れ な い
場 合 も あ り ま す

学生納付特例

ここが違う！免除・納付猶予・学生納付特例と未納
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雪
ま

た
は
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.9.16 0.057 晴れ
9.20 0.050 くもり
9.23 0.053 くもり
9.27 0.051 晴れ
9.30 0.050 晴れ
10.4 0.076 雨
10.7 0.050 晴れ
10.11 0.064 くもり
10.14 0.051 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権

に
つ
い
て
の
専
用
電
話
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ

ー
な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
18
日
（
金
）
か

ら
24
日
（
木
）
ま
で
は
、「
全

国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時
間

を
延
長
し
、
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

■
受
付
時
間

　

平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
年
末
年
始
を
除
く
。）

■
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

○
11
月
18
日
（
金
）、
21
日
（
月
）、

　

22
日
（
火
）、
24
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

○
11
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）、

　

23
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
法
務
局
人
権
養
護
部

　

℡
０
１
１

－
７
０
９

－

２
３
１
１

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様

に
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務

行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
１
年

を
通
じ
て
租
税
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎

年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集

中
的
に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

　

る
広
報

　

｢
税
を
考
え
る
週
間｣

の
実

施
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
向
か
っ
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
「
税
を
考
え
る

　

週
間
」
の
歴
史
を
紹
介
し
ま

　

す
。

〇
国
税
庁
の
１
年
間
の
活
動
や

　

そ
の
年
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い

　

て
、
統
計
資
料
な
ど
を
交
え

　

な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

○
国
税
に
関
す
る
制
度
や
手
続

　

き
の
解
説
番
組
の
ほ
か
、
調

　

査
や
徴
収
な
ど
の
国
税
庁
の

　

業
務
を
動
画
番
組
で
紹
介
し

　

ま
す
。

○
国
税
庁
が
新
し
く
取
り
組
ん

　

で
い
る
事
項
な
ど
を
紹
介
し

　

ま
す
。

◇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

　

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

の
実

施
に
合
わ
せ
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
の
「
国
税
庁
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組

「
Ｗ
ｅ
ｂ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ

－
Ｔ
Ｖ
」

に
新
着
動
画
を
掲
載
す
る
と
と

も
に
新
着
情
報
な
ど
の
各
種
情

報
を
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
配
信

し
ま
す
。

◇
小
学
生
の
税
に
関
す
る
作
品

　

展
の
開
催
に
つ
い
て

　

余
市
税
務
署
が
主
催
す
る

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
」

の
作
品
の
展
示
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

　

児
童
の
皆
様
が
税
に
つ
い
て

考
え
、
表
現
し
た
、
元
気
あ
ふ

れ
る
作
品
を
是
非
ご
観
賞
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　

11
月
８
日
（
火
）
午
後
１
時
～

　

11
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時

■
会
場

　

河
村
商
店

　
（
赤
井
川
村
字
赤
井
川
２
９
０
）

※
営
業
時
間
は
、
午
前
６
時
～

　

午
後
７
時
30
分
で
す
。

　

展
示
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

　

余
市
税
務
署
総
務
課
（
℡ 

２
２

－

２
０
９
３
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
２
番
））
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

税
を
考
え
る
週
間
と
は

11
月
の
気
象
情
報
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INFORMATION

自
衛
官
募
集

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９９８ ２６ １，０２４ ＋１

男 ５０７ １３ ５２０ ＋２

女 ４９１ １３ ５０４ △１

世帯数 ５２２ ２２ ５４８ ＋３

※令和４年９月30現在

住
民
の
ま
ど

�〈
９
月
15
日
～
10
月
14
日
届
出
〉

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

　

中
村　

敏
子
さ
ん　

86
歳　
１
町
内

　
佐
々
木
四
志
夫
さ
ん　

98
歳　

中
央

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
般
寄
附
金
と
し
て　

５
千
円

　

天
野　

好
枝　

様

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
９
月
15
日
～
10
月
14
日
〉

（
９
月
）

15
日
◇
出
光
興
産
（
株
）
地
熱

　
　
　

室
長
来
庁
懇
談
／
字
赤

　
　
　

井
川

16
日
◇
北
海
道
社
会
福
祉
会
道

　
　
　

央
地
区
役
員
来
庁
懇
談

　
　
　

／
字
赤
井
川

17
日
◇
葬
儀
参
列
／
余
市
町

21
日
◇
福
島
県
磐
梯
町
Ｄ
Ｘ
視

　
　
　

察
／
福
島
県
／
～
23
日

24
日
◇
自
治
体
学
会
参
加
／
赤

　
　
　

井
川
村
内

25
日
◇
第
67
周
年
倶
知
安
駐
屯

　
　
　

地
設
立
記
念
行
事
出
席

　
　
　

／
倶
知
安
町

26
日
◇
赤
井
川
村
「
ゼ
ロ
カ
ー

　
　
　

ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジakaiga

　
　
　

w
a

」
推
進
戦
略
会
議
／

　
　
　

字
赤
井
川

29
日
◇
北
海
道
電
力
株
式
会
社

　
　
　

役
員
交
代
挨
拶
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
小
樽
開
発
建
設
部
農
業

　
　
　

開
発
課
長
来
庁
懇
談
／

　
　
　

字
赤
井
川

30
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
会
議
／
小

　
　
　

樽
市

　
　

◇
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
総
支

　
　
　

配
人
来
庁
懇
談
／
字
赤

　
　
　

井
川

（
10
月
）

２
日
◇
第
３
回
日
本
で
最
も
美

　
　
　

し
い
村
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

　
　
　

ル
デ
ー
／
赤
井
川
村
内

３
日
◇
辞
令
交
付
／
字
赤
井
川

４
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

５
日
◇
黒
松
内
町
前
町
長
葬
儀

　
　
　

参
列
／
黒
松
内
町

　
　

◇
後
志
６
村
連
携
協
議
会

　
　
　

設
立
総
会
／
倶
知
安
町

７
日
◇
自
衛
隊
防
衛
白
書
説
明

　
　
　

員
来
庁
／
字
赤
井
川

９
日
◇
第
10
回
メ
ー
プ
ル
街
道

　
　
　

３
９
３
も
み
じ
祭
（
第

　
　
　

３
日
程
）／
字
都

11
日
◇
議
会
協
議
会
／
字
赤
井

　
　
　

川

13
日
◇
北
海
道
危
機
対
策
局
幹

　
　
　

部
来
庁
／
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井
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道
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力
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来
庁
懇
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／
字
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井

　
　
　

川

14
日
◇
入
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／
字
赤
井
川

　
　

◇
森
林
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間
総
合
利
用
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域
運
営
協
会
／
字
常
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１
日
◇
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挙
管
理
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会

　
　

◇
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ポ
ー
ツ
推
進
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議
会

２
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◇
入
札

５
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駅
あ
か
い
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物
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所
協
議
会
役

　
　
　

員
会

８
日
◇
建
築
工
事
検
定

　
　

◇
水
道
下
水
道
検
定

　
　

◇
法
務
局
戸
籍
現
地
指
導

９
日
◇
農
業
委
員
会
作
況
調
査

13
日
◇
特
別
支
援
教
育
連
携
協

　
　
　

議
会

15
日
◇
土
木
業
務
検
定

26
日
◇
赤
井
川
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「
ゼ
ロ
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ン
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」
推
進
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◇
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通
安
全
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ス
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標
語
審
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会

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

27
日
◇
教
育
委
員
会
議

28
日
◇
第
29
回
農
業
委
員
会
総
会

31
日
◇
道
の
駅
活
性
化
協
議
会

　

自
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・
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）・
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自
衛
隊
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等
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学
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徒
（
一
般
・
推
薦
）
を

募
集
し
ま
す
。

　

自
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小
樽
事
務
所
で
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新
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コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
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万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
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候
補
生
の
採
用
年
齢
が
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歳

　

以
上
33
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未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。
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■今月の表紙
　今月の表紙は、中学校文化祭からの１枚
です。今年も新型コロナウイルス感染症の
影響により、入場者の制限を行っての開催
となりました。
　ステージ発表やヨサコイ（そしてアンコー
ルも）、生徒の皆さん長時間にわたりお疲
れさまでした！

む
ら
の
日
誌（
９
月
）
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また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■今年も残すところあと２ヶ月です。この広報を作成している現在
は朝晩の冷え込みはあっても日中は暖かな陽ざしがあります。が、
広報が皆さまのお手元に届くころにはすっかり冬模様になってい
ると思います。10月２日のビューティフルデーでは、今年はじめて
雪虫を見て、「あぁ…雪降るなぁ…そんな季節か…」とぼんやり思っ
ていたのが懐かしいです。（K）
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

第10回メープル街道393もみじ祭
撮影：地域おこし協力隊　場所：道の駅あかいがわ　撮影日：2022年9月9日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。


